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ご意見 対応状況 

○【岸井委員】宮城県内の他の市町村で考えられている追悼に関するさまざまな
施設、石巻市内のさまざまな復興の計画やそれを意識した空間構成について
情報提供をいただきたい。 

宮城県内の取り組み状況について参考資料P.4に整理 

石巻市内の取り組みについては参考資料P.1及びP.2に整理 

○【涌井委員長】鎮守大橋ができると、周辺の交通量も変化する。予測交通量など
が整理されているのであれば、そういう情報も提供いただきたい。 

周辺の交通量の将来推計について参考資料P.3に整理 

○【岸井委員】公園外の沿道の土地利用について、土地所有者や事業規制などの
情報をいただきたい。周囲の土地利用の変化を見越し、事業の規制も含め考
えなければいけないのではないか。 

沿道の土地利用について参考資料P.2に整理 

○【岸井委員】日和山と公園との関係を大事にしなければいけない。公園の中だけ
ではなく、周辺部も含めて一緒に考えていく、そういう時期ではないかと思う。 

日和山への避難路との連続性、新門脇地区の街区公園、旧門脇小学校、か
わまちづくり、水辺の緑のプロムナードなどとの関係性を踏まえた施設配置を
検討 

○【森山副委員長】旧門脇小学校はちょうどメインのアクセスポイントの正面にある。
入ってきて帰るときには必ず見えるようにするなど、この公園との関係性が必
要と思う。 

来訪者が旧門脇小学校と公園との関係性を意識できるよう施設配置を検討 

○【亀山委員】石巻全体のまちづくりの中で、復興祈念公園は、いしのまき水辺の
緑のプロムナード計画の中の一つという位置づけ。ここからどのように市街地
に人を呼び込むか、しっかり考えていかなければならない。 

プロムナードからの入口となる東側エントランスを街からの動線を受け止める
広場空間として検討 

○【岸井委員】駐車場からの距離が遠いのではないか。お年寄りなど、駐車場の
手前で降りられる場所も作らなければならない。 

お年寄りなどの負担を少なくするための車寄せを検討 

○【岸井委員】公園の外周は柵を作ってしまうのかどうか、外周に駐車して公園に
入ってはだめなのか、その辺りの考え方を整理しておく必要もあるのではない
か。 

公園の外周園路は歩車分離を明確にすることを検討 

外周の柵については、車両のエントランス部への門扉の設置を検討 

○【櫻井次長】湿地に人を近づけさせるのかそうでないのか、掘り込むのか、掘り
込むなら深さはどのぐらいなのか、今後の維持管理も踏まえたデザインを検討
いただきたい。 

維持管理の軽減のため、ヨシ等が繁茂しない水深を確保することを検討 

安全な利用のため、水深は極力浅くし、必要に応じ転落防止柵等の安全対策
を実施することを検討 

○【中静委員】湿地の水位変動はできるだけ自然に近い形で残し、普通の市民が
あまり危なくない形でそこにアクセスできるような仕組みを考えていただきたい。 

湿地は降雨時の水位変動を許容し、水位の変動が来園者に感じられるように
排水計画、造成計画を検討 
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ご意見 対応状況 

○【中静委員】地域性の苗木については、どこまで現地に限るべきか、得られる苗
木の種類も限られてくるので、あまり範囲を狭めすぎないように検討をいただき
たい。 

今年度より公園計画地周辺にて種子の採取を実施し、苗木づくりに着手 

現地の表土を保全し、苗木のポット用土に混入させることなどで、地域の植生
の復元を図ることを検討 

○【櫻井次長】植栽も含め、民間の方とつくるところから一緒に管理するなど、次に
つなげられるような仕組みも検討いただければと思う。 

植栽計画の中で市民参加による杜づくりの実施体制を検討 

石巻市にて計画検討協議会を立ち上げ、市民が公園に係わる仕組みを引き
続き検討 

○【涌井委員長】グレーインフラからグリーンインフラへというような動きがあるなか、
この公園がロールモデルともなることを念頭に置きながら議論を進めていきた
い。 

かつての湿潤地や松原の復元、震災後に現れた環境の保全・活用、市民の
協働による杜づくりなど、ハードな施設に依存しない整備手法を検討 

○【牛尾委員】今後、公園の工事が始まると、この地域への立ち入り制限なども考
えられる。今後のスケジュールを考える際には、この地に集まりたいと思う市民
の思いにも配慮していただきたい。 

現在、公園計画地内で市外からの来訪者が訪れている場所については、工
事中も機能が継続されるよう、極力機能移転することを検討 

○【涌井委員長】公園の整備の進捗により街との関係性も変化する。公園がどの
ようなプログラムで概成していくのか、あらかたの目安を設けておく必要がある
のではないか。 

想定される整備スケジュールを資料３ P.21に整理 
街なかと連動した公園概成までのプログラムについては引き続き検討 

 


